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渡
邉
　
卓

　
著
者
の
嵐
義
人
氏
は
國
學
院
大
學
在
籍
時
代
よ
り
国
史
・
国
文
・
国
法

を
研
鑽
し
、
卒
業
後
は
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
研
究
員
を
経
て
、

文
部
省
に
入
省
さ
れ
た
。
文
部
省
で
は
、
教
科
書
調
査
官
（
後
に
主
任
教

科
書
調
査
官
）
と
し
て
約
二
十
五
年
間
勤
務
さ
れ
、
そ
の
学
識
を
重
用
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
同
二
十
七
年
三
月
ま
で
國
學
院

大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
と
し
て
母
校
に
戻
り
、
数
多
の
研
究
・
教
育
活

動
に
従
事
さ
れ
る
と
い
う
他
に
類
を
み
な
い
経
歴
を
持
つ
。
嵐
氏
の
学
問

は
律
令
法
制
史
、
日
本
文
化
史
、
文
献
考
証
学
な
ど
多
方
面
の
研
究
に
わ

た
り
、
そ
の
博
識
ぶ
り
は
多
く
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在

は
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
嵐
氏
が
執

筆
し
た
各
種
原
稿
を
、
薫
陶
を
受
け
た
者
た
ち
が
一
冊
に
ま
と
め
随
想
集

と
し
て
上
梓
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
に
は
、
病
床
に
あ
る

嵐
氏
を
励
ま
す
目
的
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
、「
日
本
史「
こ
と
ば
の
玉
手
箱
」」「
神
社
所
蔵
の
古
典
籍
」「
法

制
史
か
ら
見
た
日
本
文
化
」「
塙
保
己
一
・
瀧
川
先
生
」
の
四
部
に
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
論
考
と
し
て
は
『
国
立
教
育
会
館
通
信
』『
神
社
新
報
』

に
連
載
さ
れ
た
も
の
や
、
著
者
が
手
が
け
た
「
歴
史
読
本
事
典
シ
リ
ー
ズ
」

に
寄
稿
し
た
随
筆
な
ど
、
一
般
の
方
に
も
読
み
や
す
い
も
の
が
多
く
収
載

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
章
の
背
後
に
あ
る
、
嵐
氏
の
該
博
な
知

識
と
経
験
と
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
研
究
者
に
も
多
く
の
示
唆
を

与
え
る
文
章
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
の
副
題
に
は
「
碩
学
の
日
本
史
余
話
」

と
あ
る
が
、「
余
話
」
と
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
く
、
嵐
氏
が
「
碩
学
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
を
納
得
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
し
ま
う
。
本
書
の
最
後

に
収
め
ら
れ
た
「
私
の
学
生
時
代
」
か
ら
は
、
嵐
氏
の
学
問
形
成
の
一
端

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
学
問
に
対
す
る
姿
勢

と
経
験
は
、
真
似
を
し
た
く
と
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
よ
っ

て
改
め
て
嵐
氏
の
学
問
に
触
れ
、
そ
の
偉
大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
随
想
集
は
、
嵐
義
人
と
い
う
学
者
の
学
識
や
見
識
、
そ
し
て
人
柄

が
余
蘊
な
く
記
さ
れ
て
お
り
、
学
ぶ
心
を
刺
激
す
る
一
冊
で
あ
る
。

（
四
六
判
、
三
〇
四
頁
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

定
価
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

紹　介

嵐
義
人
著

『
余
蘊
孤
抄
―
碩
学
の
日
本
史
余
話
』


